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    明けましておめでとうございます。 

本年もよろしくおねがいいたします 

       三ブロック懇談会 

会 長 渡 邊 秀 成（栃木県）    理事長 荻 野 行 広（茨城県） 

副会長 長谷部 光由（岐阜県）   副理事長 前川 慎太郎（福井県） 

松 本 宣 行（山形県）          田 口 謙 秀（埼玉県） 

                                                事務局長  舩 見 敬 造（山形県） 

         上記以外の協議参加者 

          茨城県 栃窪一男 京谷友明    埼玉県 宮川紀夫 

          栃木県 大塚孝次         山梨県 武田光男 味藤哲雄 

 群馬県 馬場春夫 依田義有    神奈川県 竹山輝彦 岩崎哲久 

 千葉県 寺田一彦 坂内信一 

 

１．日本ターゲット・バードゴルフ協会理事会 

   25年度 第 2回 理事会が、年の瀬の 12月 10日 大阪コロナホテルで開かれました。 

   議事録は年明けになるという事で、参加者から録音ＣＤが送られてきましたので、各議案の協議の中

で重要な発言が聞かれましたので、拾い上げてみました。 

  第 1号議案 役員辞任勧告について 

   理事会全体の半分の時間を費やし、理事同士の批判が交錯する時間です。 

   楠見会長から「荻野さんの弁明を求めるような理事会でなく、協会の進歩や発展について協議する

理事会とするように」鈴木理事長に求め、「今回の辞任勧告は無しとする」と閉めています。 

   荻野さんからは、日本協会から 9月 30日付で出した「荻野行広氏の異常行動について」を、誤った

資料を出した「謝罪文」を日本協会から出してほしい、と要求されるが担当者そのものが日本協会

の資料として出した責任を認めていません。 

   （今後、この様な事をして事務局長にとぼけられることを覚悟して、日本協会と付き合うのですか？） 
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  第２号議案 協会の正常化について 

   鈴木理事長から「三ブロックの人たちと話し合いたい」 

川崎さん（有識者理事：規約にはありません）が、荻野さんを誤解していたことについて謝り、三

ブロックの人たちから日本協会に協力してもらうように、荻野さんの力で説得してほしい。 

    この問題は、関東ブロック長の問題が絡んでおり、奥田副会長さんからは「支持している県が 7

対 1で誰から見ても分かるのに、どちらが民主的でないのか？」と言われ、山北理事（この方も有

識者理事です）は「東京には東京のプライドがある」と発言し、会場からはあきれたような雰囲気

が聞き取れます。（結局この議題については何も決まらず） 

  第３号議案 協会財政について 

    鈴木理事長から「今年中にお金が集まらないのなら、日本協会の活動を一時停止させてもらいた

い」という発言があり、競技団体、協会の存廃に関わるような発言がありました。 

     

理事長から発言された以上、執行部の中でかなり揉んでの発言と思われます。 

この発言で、いつ臨時総会が開かれるかわかりません、組織再生のため「ブロックごと 

のブロック長、理事 2名の計 3名」を選んで対策を練っておくことが必要でしょう。 

 

文責：三ブロック事務局長 舩見敬造 

 

２．東北ブロックターゲット・バードゴルフ協会理事会報告 

１２月１日、大館樹海ドームで大会集計の間、理事会を開催いたしました。 

参加者：秋田県３名、青森県２名、岩手県１名、宮城県１名、福島県２名、山形県２名 

１． 第 17 回東北ブロック大会の名称 

大会の名称：第１７回東北ブロック ターゲット・バードゴルフ大会 

主催団体：東北ブロック ターゲット・バードゴルフ協会 

主管団体：秋田県ターゲット・バードゴルフ協会 

      ※日本ターゲット・バードゴルフ協会の名前は入れない。 

２． 実施期日、場所 

実施期日：平成２６年６月７日（土）～８日（日） 

懇親会会場：グランパレス秋北 

大会会場：大館市樹海コース 

３． 大会運営資金について 

各県一万円ずつ拠出して、運営資金とする。 

尚、平成２５年度の北上大会の運営補助金も申請しないこととし、日本協会の干渉を

受けないこととする。 

また、公認指導者の更新は行わず、都道府県加盟費については、当面滞納する。 

４． 26 年度理事会について 

日時：３月９日（日） 

場所：仙台 ホテル白萩 

５． 役員改選について 

      26 年度は役員改選年で、舩見理事長より引退の話がありましたが、混乱を極めている日本協

会の現状から、経過をよく知っている舩見理事長には留任をしていただきたい。 



 追伸 

 

  東北ブロック理事会の会議録のとりまとめが遅れたことを、お詫び申し上げます。 

  舩見からのお願いであります。 

  従来、東北ブロックでは日本協会からの委託事項や依頼事項については、理事会で検討 

して決めてきました。 

  この方法は、今後も引き継いでいきたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。 

  また、１２月１０日に大阪で行われた日本協会理事会については、「ののしりあい」に 

費やす時間が多く、議事録を出すのに、主管した日本協会の副会長奥田さんが駆け回っ 

ているという情報です。 

  現執行部に、日本協会をこれ以上ボロボロにされては困ると思っております。 

 

 

   


